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川口主幹教諭の情報モラル講話
生徒たちが自分の力で身を守らなければならないのは、新型コロナウイルス

感染症や自然災害だけではありません。ネット社会において生きていかなけれ

ばならない生徒たちは、正しい知識、適切な判断でネットの闇からもわが身を

守らなければなりません。今年度、本校の川口主幹教諭の指導で、全学年にお

いて「情報モラル講話」が実践されることとなりました。

この日は体育館において、3 年

生対象に講話がなされました。

「Society5.0」と呼ばれる社

会で、生徒たちは生きていかなけ

ればならないことから話は始ま

り、生徒たちは興味半分、緊張半

分で耳と目を傾けました。

その後、瑞浪北中の実態に話は

進みました。本校においては 95

パーセントの生徒が、普段スマホ

パソコン、タブレット等でインターネットを利用しています。使用目的の多く

は、動画やＳＮＳ。35 パーセントの生徒（3 人に１人）が、毎日 120 分以上

利用している事実。64 人が 100～500 回以上のＳＮＳのやり取りをしてい

るということに至っては、もはや「重症」と言えます。川口主幹教諭は、生徒

の実際の姿の中から、北中生の課題をみつけ、生徒たちに投げかけました。

その後は生徒たちに正し

い知識、適切な判断を促すた

めに、どうするべきかの話が

具体的なケースを提示して

なされました。

生徒たちは自分たちの喫

緊の課題として耳を傾け、真

剣な面持ちで講話を受けま

した。


